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施 策 の ポ イ ン ト
　地域に埋もれた空き家を改修し、活用することで、定住者による地域の活性化、地域景観の維持、防災・
防犯上の問題解消等が図られる。特に、子どものいる家族を定住者として迎え入れることで、地域の賑わい
（子どもの遊ぶ声など）が取り戻せる。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　少子高齢化による過疎化は、顕著に表れており、村づくりや地域の活力となる若者の流出が、一向に留ま
ることがなく、定住・移住対策は、村の大きな課題である。
　しかし、熊本都市圏から約１時間以内という地理的条件や豊かな自然環境、更には、田舎暮らし希望者等
の増加により、移住・定住の地として人気、ニーズは高まっている。そこで、空き家を資源とし、再生する
ことで、安価な貸家として貸し出し、有効な財産として活用することで、村の活性化に繋げることが目的で
ある。
２．取組の具体的内容
　空き家３件を各所有者から無償で借り上げ、必要な部分のみを改修した。具体的には、屋根、外壁、内壁、
床、キッチン、トイレ、お風呂、浄化槽の設置等である。
　また、空き家への入居者については、入居者選考委員会を設置し、当初の目標、目的が達成できる入居者
を選考した。
３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　当初の目的である「地域の活性化」「地域景観の維持」「防災・防犯上の問題解消」に一定の効果があった。
放置されていた空き家に人が住むことで、地域の景観、防災・防犯上の問題解消することはもとより、地域
の清掃活動等の行事に積極的に参加することで、人手不足等の課題解決にも繋がっている。
４．現在までの実績・成果
　空き家３件に対し、20件の申込みがあり、選考委員会の結果、30代家族（子ども３人）、30代家族（子ど
も１人）、30代夫婦の３世帯が新たな住民となった。空き家住宅の適正な維持、地域の清掃活動等の行事へ
の参加、所有者や地域住民との交流、また、入居者同士の交流も行っている。
５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　県内に本事業を行った事案がなく、手探りの中、事業を進めることとなった。一番苦労した点としては、
空き家を提供していただく所有者を見つけることであった。ちょうどその時、東日本大震災が発生し、１件
の空き家の提供が不可能となり、代わりの空き家を探すのに時間を要した。
６．今後の課題と展開
　村内には、まだまだ放置された空き家はあり、また、移住定住希望者は後を絶たない状況にある。しかし
ながら、所有者から空き家の提供がない限り、本事業に取り組めないという課題がある
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